
平
成
二
年
法
律
第
五
十
五
号

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
を
規
制
し
、
及
び
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
を
防
止
し
、
も
っ
て
国
民
の
健
康
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
」
と
は
、
積
雪
又
は
凍
結
の
状
態
に
あ
る
路
面
に
お
い
て
滑
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
金
属

び
よ
う

鋲

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
を
そ
の
接
地
部
に
固
定
し
た
タ
イ
ヤ
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
動
車
」
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
」
と
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
自
動
車
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
固
定
さ
れ
た
金
属
鋲
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
が
舗
装
さ
れ
た
路
面

を
損
傷
す
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
物
質
を
い
う
。

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
」
と
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
自
動
車
を
そ
の
本
来
の
用
い
方
に
従
い
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
道
路
」
と
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
及
び
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
自
動
車
道
を
い

う
。

（
国
民
の
責
務
）

第
三
条
　
何
人
も
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条
　
国
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
、
冬
期
に
お
け
る
道
路
の
環
境
の
整
備
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
替
す
る
タ
イ
ヤ
等
の
開
発
の
支
援
、
冬
期
に
お
け
る
自
動
車
の
安
全
な

運
転
の
た
め
の
教
育
等
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る

施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
地
方
公
共
団
体
は
、
当
該
地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
に
応
じ
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
の
指
定
）

第
五
条
　
環
境
大
臣
は
、
住
居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
そ
の
他
の
地
域
で
あ
っ
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
健
康
を
保
護
す
る
と
と
も
に
生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る

も
の
を
、
指
定
地
域
と
し
て
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
指
定
地
域
（
以
下
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）
の
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
定
の
地
域
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
指
定
に
つ
い
て
、
環
境
大
臣
に
対
し
、
そ
の
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３
　
環
境
大
臣
は
、
指
定
地
域
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
家
公
安
委
員
会
そ
の
他
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
申
出
を
し
、
又
は
前
項
の
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
環
境
大
臣
は
、
指
定
地
域
を
指
定
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
区
域
を
官
報
で
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
地
域
を
そ
の
地
域
に
含
む
市
町
村
の
長
そ
の
他
の
関
係
市
町
村
長
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
地
域
の
指
定
の
変
更
又
は
解
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
対
策
の
実
施
）

第
六
条
　
指
定
地
域
に
係
る
都
道
府
県
は
、
当
該
指
定
地
域
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
当
該
指
定
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
知
識
の
普
及
、
住
民
の
意
識
の
高
揚
及
び
調
査
の
実
施

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
の
禁
止
）

第
七
条
　
何
人
も
、
指
定
地
域
内
の
路
面
に
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
又
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
施
さ
れ
て
い
る
道
路
の
積
雪
又
は
凍
結
の
状
態
に
な
い
部
分
（
ト
ン
ネ
ル
内
の
道
路
そ
の
他
の
政
令
で
定

め
る
道
路
の
部
分
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
消
防
用
自
動
車
、
救
急
用
自
動
車
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
に
係
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
罰
則
）

第
八
条
　
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
規
定
は
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
八
条
の
規
定
は
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
施
行
の
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
第
二
条
第
五
項
中
「
第
二
条
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
条
第
八
項
」
と
す
る
。

第
三
条
　
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
条
の
大
型
自
動
車
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
本
文
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
七
月
一
六
日
法
律
第
八
七
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

第
二
百
五
十
条
　
新
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
新
た
に
設
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
新
地
方
自
治
法
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
及
び
新
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
政
令
に
示
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、
適
宜
、
適
切
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
百
五
十
一
条
　
政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
が
事
務
及
び
事
業
を
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
に
応
じ
た
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
の
方
途
に
つ
い
て
、
経
済
情
勢
の
推
移
等
を

勘
案
し
つ
つ
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
五
十
二
条
　
政
府
は
、
医
療
保
険
制
度
、
年
金
制
度
等
の
改
革
に
伴
い
、
社
会
保
険
の
事
務
処
理
の
体
制
、
こ
れ
に
従
事
す
る
職
員
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
等
の
利
便
性
の
確
保
、
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
視
点

に
立
っ
て
、
検
討
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第
二
項
、

第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

2


